
予算決算常任委員会防災県土整備企業分科会提出資料

1 議案説明事項

( 1 ）議案第15 8号、 16 8号、 16 9号

平成26年度三重県一般会計・特別会計補正予算について ・・・・ 1

(2）議案第19 1号

三重重県都市公関条例の一部を改正する条例案について ・・・.7 

2 所管事項

( 1 ）平成27年度当初予算要求状況について

平成26年 12月11日

県土整備部

. 1 7 



平成26年度三重課一般会計町特別会計補正予算について

区

一般会計

分 補正前の額

（単位：千円）

補正額 j補正後の予算額

（会制l幡随掛

79,438,201 2,483,474 81,921,675 

i土木費 74,314, 135 l,995,470 76,309,605 

じ豆長二二コ；－-~：－ ~~~： ~~~L ムム＇~［ －－－~，－~~；，－~；~ 
特別会計 12,546,093 1,572,443 14, 118, 536 

港湾整備事業特別会計 I 154, 55引 1: 630 I 156, 1s2 

流域下水道事業特別会計 I 12, 391, 54刈 1, 570, 813 [ 13, 962, 354 

A 
口

（事期lj総括家）

ー

T
§
ロ 91,984,294 4,055,917 96, C40, 211 

（単位：千円）

区 分 補正前の額 補正額 補正後の予算額

一般会計 23,329,467 365,691 23, 695, 158 

菌檎公共事業 下水道特会 4,350,007 988,345 5, 338, 352 

i口'- 27,679,474 1,354,036 29, 033, 510 

＠［ 絡事業 一般会計 16,607,500 1,450, 340 18, 057, 840 

一般会計 19,497,526 ム.655,403 18,842, 123 

県挙公共事業 下水道特会 145, 126 。 145, 126 

l口'- 言十 19,642,652 ム.655,403 18,987,249 

災害復旧事業 一般会計 5, 124, C66 488,CD4 5, 612, 070 

一般会計 14,879,642 834,842 15, 714,484 

港湾特会 154,552 1,630 156, 182 
その他事業

下オく道特会 7,896,408 582,468 8, 478, 876 

ぷ口〉、 昔ト 22,930,602 l, 418, 940 24,349,542 

一般会計 79,438,201 2,483,474 81,921,675 

港湾特会 154,552 1,630 156, 182 
メ口主、 言十

下水道特会 12,391,541 1,570,813 13,962,354 

メ口ミ、 昔十 91, 984, 294 4,055,917 96, (40, 211 



【関檎公共事業］ 1, 354, 036千円

0 一般会計 3 6 5, 6 91千円

（主なもの）

道路事業

河川I.砂防事業

都市計画事業

0 特別会計

流域下水道事業

道路整備交付金事業費など

河）I盤備受付金事業費など

無電柱化推進事業費など

［直轄事業｝ 1, 450, 340.;f円

0 一般会計

（主なもの）

変轍可）I嘩業負担金

蕗蒋道路寧署長負担金

【県単公共事業1 Ll..655, 403千円

1, 705, 832千円

ム577, 417千円

ム731, 996千円

9 8 8, 3 4 5千円

988, 345千円

し 45 0, 340千円

4, 023, 612千円

ム2, 517, 333千円

0 一般会計 ム655, 403千円

（主なもの）

県単建設事業主断道路整備（改鵜事業費など

ム50 9, 3 1 6千円
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【災害復旧事業】

0 一般会計

（主なもの）

488, 004千阿

平成23年発生災害蕊絡事業負担金

｛その他事業］ し 418, 9 4 0千円

0一般会計

（主なもの）

職員給与費

源相rn朝見徴収不足額耕m寸; 

0 特別会計

港湾整備事業

流域下水道事業

3 

4 8 8, 0 04千円

491, 566千円

834, 842千円

7 2 8, 4 0 0千円

31, 812千円

584, 098千円

1, 6 3 0千円

5 8 2, 4 6 8千円



日震務負担行為】

一般会計追加

者募 エ頁

公共工事設計積算システム開簿築・運用保守業務舗をに係
る鰍甘

公共か！嫡設値路）維持管理事業（トンネル等の設備に
イ系る設備点検業務喜臨時）に係る撤百

公共か｜端交（糊扮恵子）樹苧問事業（樋門操作難時）
に係る契約

高規格幹線道路建設促進事業に係る契約

ダム事業（堰堤総持等）に係る撤ち

ダム事業（堰堤改良等） ~こ係る撤甘

滋湾施設保安樹党業務鵠毛に係る鰍2

県尊重災駈オ曜i日事業（埋寒対策） ＇こ係る掛甘
言十

一般会計変更

事 項 区分

高感賞路際連施設劉湾対策事業に係る撒ち
補正前

補正後

治水ダム建設事業 L鳥羽河内ダム設計業務委 補正樹I
託等） tこ係る撤3 補正後

言十
補正前

補正後

滋湾整備事業特別会計追加

事 項

津ヨットハ｝パーのクレ｝ン点検業務謂毛に係る鰍命

言十

流域下水遂事業糊桧計 i勧自

者葬 項

都或下水道施設維持管理菊奏iこ係る撤甘

行政事務用欄輪開制こ係る賊甘

言十

4 

（端'fl.：千円）

期 問 限度額

平成26年度～
484,348 

王子成32年度

平成26年度～
219,550 

平成28年度

平成26年度～
294,000 

平成幻年度

平成26年度～
20, coo 

平成27年度

平成26年度～
27,000 

平成29年度

平成27年度 69, OC:J 

平成26年度～
10, 310 

平成27年度
戦成27年度 80,000 

1,204,208 

（単位：千円）

期 間 限度額

平成27年度 120,000 

平成27年度 230,000 

平成27年度 100,000 

平成27年度 150, C:JO 

平成27年度 220, 000 

平成27年度 380,000 

（単位：千円）

期 間 限度額

平成26年度～
1,300 

平成27年度

1, 300 

（哨［立：千円）

期 関 限度額

平成26年度～
24,500 

平成幻年度

平成26年度～
l, 000 

平成31年度

25,500 



【繰越明許聖堂】

後継明治費一覧樹 （単位：千円）

科 自 繰越額 備 考

一般会計 3, 742,664 

土木費 1, 727,664 
四E・w，骨骨幹桝圃母国恒－－四四骨W 開園』E・E ・ー，，，骨材骨ド明圃圃－－司骨陣争園町・・・，間前，－－拘胡R 胆・．． - 悼材骨幌町戸胆－－四，岬削除『胆－－－－神－－晶司戸’・恒国間隔 品争目岨・・・圃骨、合同匹輔・ーー・司唱曲輔副酔紺戸ーー・曲骨＃刷輔司’・・ー・－－崎－－，苧・・・圃曽仲－－尚・・ー．．圃曹司合併－－－－－－－，岡崎脚柑唄ー・・－－－－－－－－－・圃帽胸骨停

道路機りょう費 1,319,870 道路整備知サ金事業費ほか6事業
山崎・ーーー－－－ 骨 園町圃』，－－－－・酔戸－－－間前向a崎町司・圃圃園開骨骨柄開明圃 －－”句ゆ晶司胆－－－－－四阿倍－－『圃圃園開骨材W －－－－－－・開悼特眠時戸恒・・，柿暢宵・・ーー・・聞咽神相－－－－－’関陣内＋管内阿胆圃恒・－－輪陣争胆－－園前’－－－戸朝戸－－－

河 川海岸費 351, 774 県単海岸局音敵良費ほか4事業
吋－椅桝胆事国圃園田四M，管制同－－F’－－目曹開制悼栴圃－－－－四回－－－与『胆－－，園間曹関－－－胡－－・－－－－咽悼 静岡戸－－－－－い－－副－－聞曹関陣例制ド『恒国圃E四－－・圃陣 －－聞，－－神－－胡－－・，－－回附拘町鼻咽戸・ー．． 雨脚桶－－園、，E 聞開制嶋田ドー・E園前W柄－－・－－－・・W咽仲W 阿甲－－－聞神材梢胡－－－－－－－『h・4胆・－－－－－柑柄阿国圃

港 湾 費 56,020 海洋高潮対策（滋湾）費 iまか1事業
骨四－－岬・－－－－園開村W 骨幌町戸網干・・園田，－－噌奇声桝圃－－’－－－－－－胡阿国－－四回骨骨骨声桝w・－－－－－－－－ －－－－－－－神輔副”“胆・－－－－－－－－－－－－－－附W 柄 幽－－－－－椅同・－－－－－－－－－－明暗戸・・－－－柚噂骨－－－－，聞楠拘輪胆・・－－－・W四拘輪－－・－－－－－－－伺柚骨叫－－－－－開－－胡R 胆－－－間柄拘帥幹W 阿国圃，－－－酔材争司圃

災害復旧費 2, 015, OCD 
明－－・圃司・－－－－四件拘a 胆・－－－－四四＃帥梢阿『』，－－－－－－－”－－－・四回－－－－・晶圃圃恒E四割向拘柚 ー・・・曹司副ゆ駒・，－－・．，鴫『時’－－－－－由旬妙暢』持・・ E四－－－－物輸－－－－包帯削W －－凶－－－’－－－仲判官四回．，聞骨仲柄、－－－ー・・凶，許制陣－－－－－・E・－－骨W 凹－－－－－雨情柄咽E・E・－聞’F柿幌町戸胆－－－，静岡砂防司戸・ー

土7持搬災害復113費 2,015,000 
平成26年災害封t領穀）復｜際費
ほか1事業

おfel;成下水道事業特別会計 470,000 
『－－－柑噌－－・．，曹司内崎・伊’－－‘・・四回目－－ H事・・ー．．』司、d”骨骨－－－－－司曹、市場－－－・・・・・・国防怖 園圃圃F聞E四，－－母国阿国・E’同－－ゆE ・e・－園前，m胴酔輪禍－－ ー・四回，，骨骨胡開，．． ，・・，，d，争仲－－－－－－，聞齢争”・，－－－－－，許制－－－ー－－－暢仲W柑－－－－ー－－－・－－胆－－－・ー’・柑静仲柄胆－－－－－・酔材”『－－－・M『骨－－・・－－

流域下水道事業費 470,000 
関補中勢沿岸祈誠下水道（志登茂J11)建設
費ほか6事業

県土壁整備部計 4,212,664 

に
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議書室第 191号 三重県都市公園条例の一部を改正する条例案について

1 改正理由

伊勢市が管理する五十鈴公園の県への移管及び鈴鹿青少年の森の野外劇場の廃止に鑑み、

都市公関条例の施設の（使用料等の規定を務備するものです。

2 改正内容等

( 1 ）五十鈴公闘関係

①経緯

・平成33 年の関民体育大会~号催に向け、五十鈴公園内にある三重県営総合競技場陸上

競技場の大規模改修が必要になることから、燥が公関の設霞革まとなりi築営都市公協と

して国の交付金を活用しながら総合的に整備を行うため、伊勢市から県へ移管します。

②改正内容

・有料施設の使用料等の規定に三重県営総合競技場の各施設に関する規定を追加します。

・三重県営総合競技場に隠する規定がま警備されるため、三愛県総合競技場条例を廃止し

ます。

③今後の取組

・国民体育大会開催後も、燥が五十鈴公闘を管理していきます。

( 2）鈴鹿膏少年の森関係

①経緯

・平成19年に発生した地震により野外劇j場が損壊したため、使用を禁止し、対応を検

討してきました。

－野外劇場は、昭和60年に整備した有料の綴設であり、損壊高官の年間利用者が80 0 

人程度と少なく、また利用者から再開を求める要議もなかったことから鈴鹿市や鈴鹿

青少年センタ一等と粉談した結果、同施設を廃止することとしました。

②改正内容

・有料施設の使用料等の規定から野外劇場に関する規定を削除じます。

③今後の取組
あずまや

・跡地に四阿を設讃します。

3 条例施行期日

平成27年4月1日

プ



【議案策191号］

五十鈴公麗平面図（現況）

αコ

体育館別館



総務地域連携常任委員会（地域連携部）提出資料より平成26年10月88

｛議案第191号】

住竺竺

既存補助競技場撤去

駐車場繋備
（；§；箇約〉

h吋十
サイドス宮ンF奴rn
(j星路パリ771）－化等〉

サイドス空ンド改修

（通路バリアフリー化等〕

i

一一山

lD 



［議案第191号】

鈴鹿青少年の森平面函

c 

J々

あすまや

野外劇場廃止時四関設置

鈴鹿者少年の森

守司－＂。

／
／
’
ψ
 

号3
 

少い道関
凡伊j

cコ供用済蹴



案

（
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
）
（
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
）

第
十
四
条
の
殴
指
定
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
一
第
十
四
条
の
四
指
定
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行

う

も

の

と

す

る

。

う

も

の

と

す

る

。

一11
五
（
略
）

六
公
開
困
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設
の
う
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球
場
、
テ
ニ
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ー
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ゲ
l

ト
ボ
ー
ル
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。
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則
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こ
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指
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」
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足
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〈
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利
用
料
金
」
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い
う
。
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一
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し
て
収
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す
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収
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て
収
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す
る
も
の
と
す
る
。
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平成27年度当初予算要求状況について

1事業別総括表 （単位E千円）

平成26年度
平成27年度
当初予算 前年度比

当初予算額
要求額

一般会計計 79,438,201 82,343,709 103.7切

公共事業 65, 144, 173 67,090,630 103.0弘

国檎公共事業 23,329,467 23,565,824 101.0% 

直轄事業 16,607,500 18,308,500 110.2% 

県尊重公共事業 19,497,526 19,947, 102 102.3% 

建設 9,217,000 9,679,018 105.0弘

維持 8,874,354 9,137,484 103.0弘

識変等 1,406, 172 1, 130,600 80.4弘

受託公共事業 585,614 562,604 96.1弘

災害復IB事業 5,124,066 4,706,600 91.9% 

非公共事業 14,294,028 15,253,079 106.7% 

【再掲］土木費計 74,314,135 77,637,109 104.5弘

特別会計計 12,546,093 13,819,723 110.2弘

港湾整備事業特別会計 154,552 167,439 108.3% 

非公共事業 154,552 167,439 108.3出

流域下水道事業特別会計 12,391,541 13,652,284 110.2見

題補公共事業 4,350,007 5,333,445 122.6九

県単公共事業 145,126 146,900 101.2弘

受託公共事業 10,000 10,000 100.0% 

非公共事業 7,886,408 8, 161,939 103.5弘

総 言十 91,984,294 96, 163,432 104.5% 
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2 施策別の予算要求状況
（単位：千円）

平成26年度
平成27年度

施策番号 施 策 名
当初予算額

当初予算 前年度比
要求額

112 j合山・j台7l<.海岸保全の推進 20,126,965 21,946,855 109.0% 

351 道路網盟港湾整備の推進 40,207,904 41,075,044 102.2% 

353 快適な住まいまちづくり 3,816,208 3,519,947 92.2% 

行政運営
公共事業推進の支援 4,744,447 5,417,900 114.2% 

8 

その他（他部局主担当分など） 23,088,770 24,203,686 104.8% 

宮古 言十 91,984,294 96,163,432 104.5% 

3 選択・集中プログラムの予算要求状況
（尊重位凶千円）

平成26年度
平成27年度

プロジェクト名（主担当部局） 当初予算 前年度比
当初予算額

要求額

緊急課鵠 命を守る緊急減災プロジェクト
7,615,275 8,261,552 108.5覧

解決1 （主按当部局：防災対策部）

緊急課題 命と地域を支える遵づくりプロジェクト
14,962,861 14,312,284 95.7出

解決2 （主担当部局．県土整備部）

言十 22,578,136 22 573 836 100.0出

※署長中の数値l立、県土設備部が所管する選択・集中プログラム事業に係る額を記載しています。

18 



平成27年度当初予算要求状況等資料（2)

1平成27年度当初予算要求状況

I fみえ県民カビジョン・行動計画j取組概要 ！ 
－ー醐・・・一..戸田一回同一四回一戸田一回醐・.- .網目制剛豚四四舗“ J

提出資料（県土整傭部分抜粋）

平成26年 12月

19 



平成27年度当初予算施策激組概要

1 1 2 治山・治水・海岸保全の

推進

（主担当部局：県ニt整備部）

11201 洪水防止対策の推進

11202 土砂災害対策の縫進

11203 海岸保全対策の推進

11204 治山対策の推進

（県ニ仁整備部）

（県土整織部）

（県土整備部）

（農林水媛部）

盤鞠鞠饗盤欝盤離麟麟鶴盤轍盤盤盤盤鱗麟鱗鰯髄麟襲撃
土砂災答、洪水、高潮、津波など自然災察からの被害を軽減させる f滅災jの観点から、地域の実情を

ふまえた施設整備や適切な維持管理が行われるとともに、泉氏の皆さんの主体的な警戒避難に資する取組

が進み、災害害に対して安全・安心な社会づくりが進んでいます。

麟鐘麟欝鱗轍関灘麟麟麟欝鱒鶴轍鱗騒騒麟騒騒騒騒騒翻
自然災害事から県民の皆さんの生命・財産を守るための対策に着実に取り組む中、近年の災害による教習JI

をふまえ、緊急に対策が必要な施設の整備・改修や維持管理が行われているとともに、被告書軽減に向けた

市町・住民への的確な水防情報の提供など警戒避難に資するソフト対策が充実しています。

目標壌問

の説明
河川、砂防、海岸、治山事業により自然災害から守られる人家数

27年j長恩様 ｜ 

値の考え方 I I 過去の実緩と今後の事業費の見通しを勘案して、平成27年度末までに4,900戸増加するこ
（みえ県民カビ！iとをめざして呂榛僚を設定しました。
ソヨン記載内容’
を転記）

11201 洪水紡

止対策の推進

（県土3華僑部）
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18,040戸
害対策の推進土砂災害保全戸数
（県土整備部） I 17,843戸I17,964戸I1s,1 oo戸
11203 海岸保 ！／／  I 285.3km I 286.3km I 288.0km 
全対策の推進 海岸整備延長

（県ニt整備部）
284.2km 285.6km 287.7km 

11204 治山対 ／／  l,521 1,537 1,554 じ長策の推進 山地災害保全集 集落 集落 集落

（農林水産部） 落数 1,504 1,519 1,537 

集落 集落 集落

！日の早期完成に向けた取組を進めるとともに、平成 25年の台風第 18号および平成 26年の台風第

I 1号により、被災した施設の早期復！日が必要です。

②河川の流下能力を閥復し、洪水被蓄の妨止・軽減をi濁るため、河川堆積土砂の撤去について、当該

年度の実施儀所と今後2年間の実施候補箇所を、関係市町と情報共有する「笛所選定の仕組みJに

より、関係市町と撤去必要箇所の優先度について検討し、選定した撤去箇所の情報を共有しながら

推進しています。土砂撤去が必要な河JIIが多く残っていることから、洪水被害の軽減を図るため、

継続した事業の推進が必婆です。また、加茂川水系の治水安全度の早期向上を図るため、ダム検IDE

で国から「継続jが認められた鳥羽河内ダム建設事業を着実に推進する必要があります。

③地震・津波に対して壊れにくい構造とするため、河川堤防については、津波浸水予測区域内の脆弱

箇所 183箆所のうち 24箆所で補強対策を進めています。海岸堤防犯ついては、脆弱箆所 200箆所

のうち 50筒所で補強対策を進め、当初の計画を1年前倒しして平成26年度中に対策を完了します。

また、南海トラフ地震の f津波避難対策特別強化地域Jの指定区域はもとより県北部の海抜ゼロメ

ートル地帯においても、国産車害および県管理の河Jil.海岸堤防や河口部の大型水門等の耐震対策を

進めています。引き続き、河Jii .海岸堤防の脆弱筒所の補強対策を言f商的i之進めるとともに、 ;'iiJJll• 

海岸堤防や河口部の大主主水門等の耐震対策を推進することが必要です。

③河川堤防、急傾斜地崩壊防止施設等の緊急点検t：基づく必要な箇所の緊急修繕を平成 26年度中に
完了します。グムや河川の大裂水門等については長寿命化計E留に基づく計画的な修繕・更新に取り
総んでおり、継続的に取り組むことが必婆です。

⑤風水害に対する安全性向上のため、海Jll.海岸・砂防施設の整備を推進することはもとより、風水

害に対する市町の害警戒避難体制を強化するためのソフト対策を推進しています。整備の必婆な箆所

がまだ多く残っていることから、引き続きハード対策を推進するとともに、ソフト対策の推進が必

婆です。特に土砂災害については、平成 26年8月豪雨による広島市での大規模な災害など激化守る自

然災害への対応として、市町の行う響戒避難体制の整備を支援するため、土砂災番号警戒区域の指定を進

めています。全国の水準と比べて区域指定の進捗が遅れていることから、警戒避難体制の整備の支援強

化に向けて指定を推進するなど、土砂災害から被害蓄を妨止・軽減するためのさらなる推進が必重要です。
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⑤農業用ため池や基幹的幾業水利施設の老朽化が進んでいることから、機能診断・耐震診断言潟査を実

施しており、この調査の結果、早急に整備の必要な施設があることが判明しています。引き続き、

機能診断・耐震診断調査を進め、計官霊的に対策を講じる必要があります。また、平成 25年の台風

第 18号により被災した施設について、今年度中の事業完了をめざし、市町毒事と連携して復旧に取

り組んでいます。今後、平成26年の台風第 li号により被災した施設の早期復！日が必要です。

⑦平成25年の台風第18号による山地災害の復！日や保安林内の森林整備等を進めています一。引き続き

取組を推進するとともに、平成26年の台風第11号による山地災答の早期復旧が必主要です。

③人家に近い場所での土砂災害の発生が懸念されることから、 J1J地災害危険地区の着手E容を向上させ

る必要があります。

震騒騒騒騒騒題翠韓関璽盟議璽麟璽麟鱗盤

II 1築土準備部 II
①平成25年の台風第18号および平成26年の台風第li号により被災した施設の早期復！日や、再度災

害事に備えた治水対策を進めます。また、被災箇所に隣接する箆所の補強対策を進めます。

②河Ji！堆穣土砂については、「箇所選定の｛士総みJにより、関係市町と撤去必要箇所の優先度につい

て検討し、選定した撤去箇所の情報を共有しながら、引き続き堆穣土砂の撤去を推進するとともに、

砂利採取を活用した土砂撤去の促進を図ります。

また、鳥羽河内ダム建設事業については、工事務手に向け、必要な調査・設計を進めます。

③地震・津波による被害が懸念されるため、河川・海岸堤防について、空洞やひび割れのある脆弱箇

所等の昔f・磁的な補強・補修を行います。なお、海岸堤防については、地震・津波に対して「粘り強

い海岸堤i坊j とするための計酒づくりを進めます。また、南海トラフ地震の「津波避難対策特別強

化地域Jの指定区域はもとより県北部の海抜ゼロメートJL地帯においても、引き続き、図直結及び

県管理の河川・海岸堤防や河口部の大型水門等の耐震対策を進めます。

④砂防設備等の長寿命化計画の策定に取り級むとともに、ダPムや河川の大型水門等について、長寿命

化計図l之さ塞ブき苦til露的な修繕・更新を進めます。

⑤河川・海岸・砂妨施設については、引き続き施設整備を推進し、安全性の向上に努めます。また、

風水答に対する市町の警戒避難体制整備や住民の安全で約確な警戒避難行動を支援するため、きめ

細かで分かりやすい情報の確実な提供を関ります。特に土砂災害撃については、激化する自然災害への

対応として、警戒区域の指定の推進にi匂け、土砂災審危険衝所 (16,208鋳所）における主基礎調査の完了

年度を従来の目標から5年間前倒しして平成 31年度完了とするため、基礎調査を加速するなと、必要

な対策を充実させます。

陸霊宣ヨl
⑤農業用ため池や基幹的農業＊~司j施設については、機能診断・耐震診断調査を推進し、計画的な檎強

や耐震対策を行います。また、平成26年の台風第il号により被災した施設について、市町等と遼

携して復旧に取り組みます。

⑦平成25年の台風第第18号および平成26年の台風第11号によるr.IJ地災害の復！日や保安林内の森林

整備等を進めます。

③近年多発する土砂災害等から、県民の生命・財E室等を守るため、山地災害危険地区の未着手箇所で

治山毒事業を実施し、災害の米然防止を進めます。

1622 



盤盤欝盤盤麟騒騒盤盤離盤鱗盤鶴盤璽盤騒騒騒璽盤欝纏

同重荷1
① j符JI［改修事業［基本事業名： 11201 洪水防止対策の推進］

予算額 : (26) 2' g 5 8' 6 5 0千円 → (27) 3 ' 0 4 1 ' 8 0 0千円

事業概要：洪水や地震、津波等による自然災審から生命や財産を守るため、河川堤防の整備や水門の

耐震対策毒事を行います。

②河）I J堆積土砂対策事業［基本事業名： l1201 洪水紡Jl対策の推進］

予算額 : (26) 7. 2 0' 0 0 0千円 → (27) 7 2 0' 0 0 0千円

事業概要：河川におげる洪水時の流下能カを確保するため、堆積土砂の撤去を行います。

なお、堆積土砂の撤去にあたっては、当該年度の実施箇所や今後2年間の実施候補儀所を

市町と共有しながら実施していきます。一このほか、砂利採取を活用した土砂撤去の促進を

図っていきます。

③砂防事業［基本事業名・.11202 土砂災害対策の推進］

予算額 : (26) 3' 6 1 5' 0 8 0千円 → (27) 3' g 6 3 ' 6 g 0千円

毒事業概要：土石流等による土砂災害から生命や財産を守るため、砂紡緩壌や擁壁童等、土砂災害警妨Jl施

設の整備を行うとともに、土砂災害撃のおそれのある区域についての危険の局知、市町が行

う饗戒避難体制の書室係促音量に向けて、土砂災害警戒区域の指定を推進します。

④海岸事業［基本事業名： i1203 海岸保全対策の推進］

予算額 : (26) 2 ' 7 8 0 ' 3 0 0千円 → (27) 2 ' 8 7 7 ' 8 0 0千円

事業概要：高潮、波浪、津波等による災害から生命や財産を守るため、堤防等の海岸保全施設の怒備

を行うとともに、地震・津波に対して「粘り強い海岸堤防」とするための計画づくりを進め

ます。

同蒜蒜冨11
⑤主主幹土地改良施設i坊災機能拡充保全事業〔基本事業名： 1120 I 洪水防止対策の推進］

予算額 : (26) g 7 2' g 6 3千円 → (27) l ' 2 7 5' 0 3 0千円

事業概婆：潟地約な集中室長雨等の災害害から生命や財産を守るため、排水機場等の獲備を行います。

③治山事業 t基本害事業名： 11204 治山対策の推進］
予算額 ; (26) 2. 1 0 g. 4 g l千円 → (27) 1, 7 g 8' 1 1 6千円

毒事業概要： w地災害の復！日、山地災害危険地対策による山地災害の未然防止や良質な水の安定供給な
ど県民生活の安全を確保するため、治山施設整備を進めるとともに水源地域などの保安林

機能を向上させるための森林整備を行います。
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平成27年度当初予算施策取組概要

3 5 1 道路網開備の推進！

（主穏当部局：県土整備部）

35101 道路ネットワークの形成

35102 適切な送路の維持管理

35103 四日市港の機能充実

35104 銀管潔港湾の機能充実

（県土整備部）

（県ニt整備部）
（雇用経済部）

（県土議備部）

韓盤饗鞠麟盤襲盤醸離職翻盤騒騒騒麟轍
中部関と近畿簡を結ぶ高速道路ネットワークが形成される芯ど、泉氏の皆さんの生活や地域の経済活動

を支える道路線や港湾の整備が進み、人と入、地域と地域がカ強く絡ばれ、県内外、海外との交流・連携

をJJ：げでい京すa

麟親離欝騒騒騒騒欝鑓麟麟麟騨盤鱒鶴麟鱗盤轍麟鱗鱗欝欝離鱗霊童
道半ばにある道路線・港湾の現状に対し、県内外との交流・連携に資する道路整備や、大規模地震発生

への備えや柔軟な対応など、地域の新たな課題や県民の皆さんの多様なニーズに的確に対応する道路・港

湾の整備が進み、道路・港湾が担う司き機能を強化・充実するととにより、利用者の安全性と利便性が向

上しています。

県民生活の利
便性の向上や
地域の経済活
動等を支援す
る道路の新規
供用等

0.3km 

15.3km 

21.3km 

60.6km 80.9km 

72.5km 

自襟項民 I I i寄規格幹線道路や夜韓国道、県管理道路の新規に供用した延長
の説明 I 

27年度目襟
値の考え方 I i公表された高規絡幹線道路および直轄E車道の供用予定年度を含め、今後の事業の箆通しを勘
（みえ県民力三 i案し、平成27年駄でγ削 kmを新妓供用することを自標値として設定しました。
ンヨン記載内廿 f -

を転記）

ツトワークの形 Ii車内の幹線道路 i
／／〆 1 o.3km I 40.Gkm 

成（県二七護備部） の新規供用延長 I 1 o.3km I 42.4km 

35102 適切な
舗装の維持管理I~ 5.0以上15.0以上I5.o以上

道路の維持管理 指数
（県土整備部）

5.3 5.3 I 5.3 
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35103 西岡市 四日市港におけ 20万TEU 22万TEU

港の機能充実（援 る外貿コンテナ 18.3万 19.4万

用経済部） 貨物の取扱蚤
17万TEU

？王U TEU 

35104 県管理 1,503万 1,503万 1,503万 1,503万

港湾の機能充実 トン トン トン トン

（黒土整備部） 県管理港湾の入 (23年度） (24年度） (25年度） (26年度）

港船舶総トン数 1,503万 1,475万 1,475万

トン トン トン

(22年度） (23年度） (24年度）

盤麟離饗韓議離欝盤麟鐘騨鶴麟
①平成 26年4月に熊野市大治町から熊野市久生E室田T問の約 6.7kmが熊野道路として新規事業イじされ、紀

伊半島のミッシングリンクの解消に向け前進しました。また、松阪多気バイパス（松阪市上川町）約0.8km 

を平成 28年度、東海環状自動車道（大安IC～東員IC）約 6.!kmおよび中勢バイパス（鈴鹿市御霊吉

町～津市河芸町三行）約2.9！慨を平成30年度開通予定とすることなどが、平成26年4月に磁から新た

に公表されました。

引き続き、高規格幹線道路および産車書留道の室主備促進を図る必要があります。

②問日市湯の山道路の高角ICから県道四日市荻野大安線（通称：ミルクロード）約 4.4kmが平成26.年

5月 24日に供用開始したことで、四日市市街地とま直野町を結ぶ新たなネットワークが形成され、現道

交通の減少による渋滞の緩和、移動待問の短絡が殴られました。

引き続き、道半ばにある道路網の現状に対し、道路利用者が安全・安心に適行でき、県内外との交流・

連携に資するとともに、大規模災客等に備えた道路整備等をさらに推進する必要があります。

③老朽化する道路施設を遜廷に維持管理するために長寿命化修繕計沼等に基づく道路施設の修繕、橋殺や

トンネ；i等のJ点検を推進しています。また、円滑な道路管濯を促進し、道路インフラの予防保全・維持

管理の体制強化を図るための f三重県道路インフラメンテナンス協議会Jを今年度これまで2回開催し、

技術基準の共有や市町への支援などを進めています。

道路利用者への海抜情報の提供により津波被害を軽減するため、市町との調獲のもと、県管理道路への

海抜表示シートの設置を進めています。

平成 2.4年度に実施した遂学路の合同点検の結果を踏まえ、防護キImやラバーポー；i..-などの告書易対策を早

期に実施するなど、議学児護の安全線保に向けた取組を計蘭約に進めています。また、通学路安全確保

のための基本的方針（r通学路交遜安全プログラムJ）の策定に向けて、市町に説明会を開催するなど、
関係機関と調整を図っています。

引き続き、道路施設の適正な維持管理に向けた取組を推進していく必要があります。

③四日市港においては、港湾利用を促進するため、臨港道路霞4考幹線において、天カ須賀工業団地地先、
川越緑地公閣内の橋梁工事を進めています。また、大規模地震侍の緊急輸送を円滑かつ確実に実施する

ため 15号岸壁の耐震強化整備工事を進めているほか、背後の市街地を防護するための海岸保全施設の

耐震化等に取り緩んでいます。さらに、四日市港の現況と役割等を広くPRし、利用率そを高めるため、

利用促滋協議会による四日市繕セミナーや説明会等を各地で開催しました。

今後とも、背後関産業の国際競争力強化を物流面から支えるため、磁器書道路等施設の早期整備や、 E塁内

外の企業に対する一層のポートセールスが必要です。
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⑤県管理港湾においては、港湾利用に支障が生じないように、説委湾施設が求められる機能を被保するとと

もに、港湾利用者や地域住民の安全・安心を向上させるために、浮松阪港（大口地区）などにおいて、

老朽化した港湾施設の補修工事を進めています。また、長島港のj工ノ浦大橋において、耐震対策工事に

毒若手しました。

引き続き、老本引じじた施設の早期の檎修工事や臨港道路の橋梁の総震対策工事を実施する必要がありま

す。

麟議離欝盤盤欝騨鶴騒騒盤纏盤欝鱗盤麟欝鱒盤鱗鱒鱗翻鱗轍襲撃

i県土事封筒部 II
①大規模災害や異常気象による集中豪雨等の自然災害の脅威に対し、地域の安全・安心を支えるとともに、

集積する産業や魅力ある観光等、地域の今ある力安生かした三重づくりを支える基盤として、さらに平

成 33年の閤民体育大会及び全国障害害者スポーツ大会の本県開催に向けて、県内外からの各競技会場へ

の来場者の利便性、安全if:の向上をIEIるため、新名神高速道路、東海環状自動車道、北勢バイパス、中

勢バイパス、国道1号桑名東部拡幅（伊勢大橋架替）等の整備促畿を図ります。新名神高速道路（問日

市Jc T～四日市北JCT）および東海環状自動車道（四日市北JCT～東員Ic）については、平成
27年度中の磁主義な完成に向け5整備促進在留ります。また、紀伊半島のミッシングリンク解消に向け、「新
たな命の遂」として熊野尾鷲道路（lI期）、新宮紀宝道路および熊野道路の整備促進を！濁るとともに、

来事業化！玄関（熊野Ic （仮称）～紀宝Ic （仮称））の早期事業化に向けた取組を推進します。
②高規格幹線道路および渡轄国道と一体となった道路ネットワークの形成に向けた県管理道路の計画的

アょ書室備そ推進します。特に園遊 260号木谷拡幡、 §j]道 368号大内拡綴（金坪交差点～高務池交差点）、

県道平野亀山線等の平成 27年度内の完成に向けた整備を推進します。また、緊急輸送道路整備（橋梁

耐震対策も含む）を、重点的かっ効率的に推進します。

③舗装演の路濁性状調査を活用しながら舗装補修を計官罰的に実施し、通行時の安全性・快適性の確保を図

ります。また、道路施設が将来にわたって機能を充分発得するように、長寿命化修繕計画等に基づく計

蘭的な修繕を推進します。さらに、平成25年度および26年度に実施した道路施設の点検により、修繕

が必要と判断された施設について対策を実施します。加えて、道路利用者や第三者への被害を未然にi功

止するため、引き続き各種道路施設の点検を推進していきます。

すべての道路管理者が参加した「三重県道路インフラメンテナンス協議会jにおいて、道路管理者間の

意見総書室・情報共有を行い、点検や修緩計額等について逮携・協カを図り、道路インフラの予防保全・

維持管理主体制の強化を推進します。

宝章学路の安全確保に向けて、平成24年度に実施した緊急合同点検に纂づく危険箇所対策のほか、 f遜学

路交通安全プログラム」に基づく対策にも取り組んでいきます。

④県管理港湾について、港湾施設が求められる機能を確保し、安全・安心を向上させるために、必婆な館

所の老朽化対策を引き続き実施していきます。また、臨詩書道路の橋梁について、物資総送などの災害復

興活動等に利用できるよう、橋梁の耐緩対策そ引き続き実施していきます。

目盟主主J
⑤四日市港については、引き続き、臨港道路緩4号幹線の早期供用に向けて整備促進を図るとともに海岸

保全施設の耐震補強等を引き続き推進します。また、問日市港のさらなる利用促進を殴るため国内外の

企業に対しポートセールスを実施します。

2~6 



髄騒騒鶴盤麓欝麓欝鶴鱗鶴盤盤麟盤麟麟麟機購鱗盤盤盤盤整題

国謹盟叫
CI:TI主緩道路事業負担金［基本事業名： 35101 道路ネットワークの形成｝

予算額： (26) 1 2 ' 8 0 0' 0 0 0千円 → α7) 12, 800, 000千円

毒事業概要：｛習が行う道路事業に対して負担金を支出することにより、県内の幹線道路網の形成長促進

します。

~道路改築事業［基本事業名： 35101 道路ネットワークの形成］
予算額：（26) 1 4' 9 3 0' 4 1 9千円 → (27) 1 5' 0 1 5' 9 8 7千円

事業概要：地域高規格道路や幹線道路にアクセスする道路の慈僚に取り組み、県民生活のわj便性、安

全性の向上に寄与する道路ネットワークの構築を進めます。

＠道路維持修繕事業［基本事業名： 35102適切な道路の維持管理］

予算額：（26) 7' 1 2 4' 7 6 1千円 → (27) 7' 3 9 8' 6 6 8千円

事業概要：道路施設の緊急点検の結果、対策が必婆と判断された施設について修繕を行います。併せ

て、予i坊保全が必婆な施設の長寿命化計画の策定を進め、計額約な補修、補強に取り緩みま

ヲ。

④港湾改修事業［基本事業名： 35104 県管濯港湾の機能充実］

予算額：（26) 3 7 7' 1 0 0千円 → (27) 3.99, 900千円

事業概要・港湾利用者に支障が生じないように、港湾施設に求められる機能を確保するとともに、港

湾利用者や地域住民の安全・安心を向上させるために、港湾施設の老朽化対策や総震対策等

を実施します。

庄彊霊3
⑤四日市港振興事業｛基本事業名： 35103 問日市港の機能充実］

予算額：（26) 1 ' 9 0 3' 4 9 2千円 → (27) 1, 8 0 1 ' 2 1 9千円

事業概要：四日市港管理総合が行う岸壁の改良、護岸の改修および臨港道路の整備等の事業に対して

負担金を支出することにより、背後関産業を物流麗から支える港づくりを促進します。

2~7 



平成27年度当初予算施策取組概要

3 5 3 快適なイ会まいまちづくり
35301 快適なまちづくりの推進 （県土整鏑部）

35302 ユニバーサルデザインのまちづくりの推進

（健康福祉部）

（主担当部局：県土整備部） 35303 快適な住まいづくりの推進 （猿土整備部）

35304 適法な建築物の確保 （県土整備部）

35305 

都市基盤の整備やゆとりある住まいづくりが行われるなど、県民の皆さんと共に、住まいやまちづくりの

ζとを考え、地域の個性を生かした魅力あるまちで、誰もが自由に活動し、快適に暮らしています。

構騒騒謹鶴韓関欝鱗麟鱗鶴麟鱗鰯麟鞠麟鱒欝麟鞠麟轍警護
Jこれまで進めてきた安全・快適な都市環境を形成するための基盤整備、地域の｛鱒牲を生かした景観形成

やユニバーサルデザインに配慮じた施設整備、安全安心で量豊かな住環境の整備の取級に加え、都市計商区

域の見夜しなど集約型都市構造の形成につながる土地利用促進の取組が進むことにより、言最もがWJsカを感

じ、快適な住まいまちづくりが進んでいます。

目標項目 ｜；集約主主都市構造（コンパクトなまちづくり）の形成！こつながる土地利用を促進する取組（都
の説明 l市計額制度による土地利用の規制や誘導等）が行われている都市許直吉区域の数
27年度目標
値の考え方 I 改定した三E重県都市マス空ープランの見直し方針や、都市計商基礎競衰の結果により、土地
（みえ農民カピ lI f1J用を促進する取組が想定される9区域を厨標億として設定しました。
ジョン記載内容 I
を転記）

35301 快適な
まちづくりの推

進（黒土整備部）

鉄道と道路、との

立体交差化を行

う事業の進捗率 63.9% 

73.9% 85.1% 92.1% 

77.3% 85』0%

2~8 



35302ユニバ
ーサルデザイン

のまちづくりの

推進（健康福社

部）

35303 快適な
住まいづくりの

推進（県土議備

部）

35304 適法な民
建築物の確保

（黒土整備部）

35305 参碩と
協働による景観

まちづくりの推

進（焦土整備部）

パ

さ

繁

で
化
（

等

一

数

設

リ

設

施

フ

施

業

ア

た

）

商

り

れ

計

新築住宅におけ

る認定長期優良

住宅の叡合

特殊建築物等の

維持保全適合率

市町、県が市lj;E

した景観に関す

る条例等の件数

（累計）

2 170 
施設

30 {i牛

2 303 
施設

26.2% 

24.0% 

55.0% 

53.9% 

31件

31 ｛＇牛

2.444 
施設

26.8% 28.0% 27.4日

24.5% 

56.5% 

56.8% 

32件

32件

58.0% 

33件

鶴離盤欝盤灘罷繍鞠轍麟難騨購麟麟麟鱒鱗鱒鱗鶴鱗鞠鱒麟襲題
a::集約書立者~市構造の形成や、地震・津波に強い都市づくりに向け、都市計爾制度による土地利用の規制や

誘導陀敬り総むほか、 F三重県披露量唱津波対策都市計蘭指針（仮軍部）Jの策定を市町等とともに進Ii/;てい

ます。また、鉄道と道路の立体交差や市街地盤備等、都市義援の繋｛績を実施しています。

②駅舎等のバリアフリー化を支援するとともに、条例に纂づき適合誌を交付するなど商業施設等のバリア

フリー化を推進していますが、ここ数年、民間における施設整備が伸び協んでいる傾向にあります。

③長期優良住宅の普及を促進するとともに、住宅確保婆配慮者への居住支援や被災者住宅支援体制の構築

をはじめとする住宅セーフティネットの充実に向けた取緩安一層進めていく必婆があります。

③特殊建築物の定期報告の報告率及び維持保全適合率の向上を図るため、消防部局と連携し、防災査察等

の強化を飼っています。また、新築等の建築物における完了検査率等の向上が課題となっています。

⑤景観づくりに取り組む市町との情報共有・連携により広域的な視点での景綴づくりを進めていますが、

さらに、地域主体の景観づくりへの支援や、良好な屋外広告物の設震に向けた取組が求められています。

麟韓関盤麟麟麟麟融機騒盤麟轍離麟麟
序議議罫1
①人口減少・超高鈴社会に対応した集約裂都市構造の形成や、地震・津波等大規模な自然災害警に強い都市

づくりに向け、都市計商マスタープラン改定のための基本方針の策定や都市計醤慕礎調査に着手します。

また、引き続き、鉄道と道路の立体交差化や市街地整備等、都市基擦の計画的な整備を進めます。

CT往生活慕本計爾の推進に向け‘長期優良住宅の普及や住宅セーフティネットの確保等に取り級みます。

特に災察H寺住宅支援については、市町及び関係留体も含めた体制づくりの充実を図ります。

cr特殊建築物の定期報告の未報告者及び完了検査の未受検者に対し、引き続き粘り強い指導等を継続する
ことにより、安全で安心な建築物の確保に努めます。

③今後も、景観づくりに取り級む市町ヘの支援、良好な慶外広告物の設震に向けた取組など、地域の｛創生

を生かした魅力ある景観まちづくりに向けた取組を進めます。

国監控U
cir交i薮毒事業者が行う駅舎等のバリアフリー化を支援するとともに、ユニバーサルデザインのまちづくりに
向け、施設整備等を拐う人たちへの啓発を行い、施設等のバリアフリー化を推進します。

287.29 



騒騒盤盤騒騒騒盤欝騒騒騒騒騒鱗騒騒髄轍髄麟騨鶴麟鱒離
陸謹盟D
①（一都新）都市街i頭策定事業｛基本事業名： 35301 快適なまちづくりの推進］

予算額：（26) 8' 7 1 5千円 → (2η 31, 84.7千円

事業概要：；集約裂都市構造の形成や、地緩・津波等大規模な自然災答に強い都市づくりに向け、都市

計額マスタープラン改定のための基本方針の策定や都市計E覇基礎調査に若手します。

②街路事業［基本事業名： 35301 快適なまちづくりの推進］

予算額：（26) 2' 0 4 i' 2 8 4千円 → (27) 1 ' 6 9 8' 8 9 4千円
事業概要：鉄道との立体交差化、緊急輸送道路のE華僑、然霊童柱イむなどにより、都市内交通の円滑化や

防災機能の強化毒事を図ります。

③三重県居住支援連絡協議会事業｛基本事業名： 35303快適な住まいづくりの推進］

予算額・（26) 2' 7 5 3千円→ (27) 3' 8 5 2千円

事業概要：；三重ま県あんしん賃貸住宅事業として、住宅確保婆配慮者の入居を拒まない民間賃貸住宅の

重量録件数の拡大を図るなど、高齢者等の居住の安定確保につながる事業を実施します。

④公営住宅管理事業｛基本事業名： 35303快適な住まいづくりの推進］

予算額：（26) 6 2 7' 3 4 8千円 → (27) 6 6 5 ' 8 1 3千円

毒事業概要：住宅t：悶軍事する低額所得者に低廉な家主主で県営住宅を提供するとともに、県営住宅の適正1
な維持管理を行います。

⑤建築基準法施行事業［基本事業名： 35304適法な建築物の確保］

予算額：（26) 1 9' 2 2 4千円 A (2η 16, 644千円

事業概婆：安全安心な建築物の確保に向け、建築基準法の規定が遵守されるよう指導等を行うととも

に、多数の人が利用する既存特殊建築物の適正な維持保全のため、指導・助言を行います。

⑥美しい景観づくり推進事業［基本事業名： 35305参爾と協織による景観まちづくりの推進］

予算額：（26) 3, 022千円 → (27) 2' 2 5 1千円

事業概要：「三葉県景観音f蘭Jに基づき、良好な景観づくりに向けた市町の取組の支援や普及啓発等
に取り組むとともに、周辺景観と調和した建築物等への誘導を行います。

出盟主主
⑦UDのまちづくりま華僑推進事業［基本事業名： 35302 ユニバーサルデザインのまちづくりの推進］

予算額： (26) 6 8 9千円 → (27) 6 4 4千円

事業機婆・「三E重県ユニバーサルデザインのまちづくり推進条例jの理念を啓発サることにより、施

設護備を担う人たちの意識向上をIZIり、施設等のバリアフリー化を推進します。

③地域公共交通バリア解消促進事業〔基本事業名： 35302 ユニバーサルデザインのまちづくりの推進｝

予算額：（26) 1 0 8' 2 2 3千円→ C.27) 6 5, 3 6 o千円
毒事業概要：公共交通機関を利用する際に、だれもが安全で自由に移動できるよう、鉄道事業者が行う

駅舎のバリアフリー化や路線パス事業者が行うノンステップパスの導入に対する支援を仔

います。

28830 



平成27年度当初予算選択・集中プログラム取組概要

i駒課題解決2 命と地域を支える道づくりプロジェクト（型空竺生塑担J

離盤鶴盤鞠轍離職鱒麟麟鞠離鞠鞠鶴離麟鞠鞠髄譲購
社会基盤である幹線道路等の整備そ進めることにより、大規模地震や異常気象による集中豪雨等の

自然災害蓄の脅威に対して地域の安全・安心を支えるとともに、北・中部地域の産業、南部地域の観光

など地域の今あるカを生かした新しい三重づくりが進んでいます。

自標環自
の説明

県内の高規格幹線滋路や主要な復車害国道、地域高規格道路、アクセス道路の供用延長

・27年度目標 r 
伎の考え方 i公表された務規格幹線道路および直轄図道の供用予定年度を含め、今後の率業の見還し
（みえ祭民力 lを勘案し、現状 63.1kmの供用延長を平成 27年度までに 84.7km延伸することを尽襟
ビジョン記載 i値として設定しました。
内容を転記）

1 「命を支え I 55.5km I 86.Skin I 88.6km 
る道づくりに向 命を支える遂の
けた課題j会解供用延長 I 

43.3km I 55.5km I 87.3km 決するために

2 f地域を支 ！ 
／／  31.3km I 42.9km I 53.1km 

える道づくりに 地域を支える滋
向iすた課題Jを の供用延長

31.3km I 31.3km I 40.7km 解決するために

3031 



等と連携して北勢ICから岐阜県境問の用地取得を開始しました。また、大安ICから東員IC関
の約6.lk田を平成30年度関連予定とすることなどが、平成26年4月に国から新たに公表されたと

ころです。大安IC以北の隠遊詩期についても公表されるよう、国に働きかゆています。

北勢バイパスおよび中勢バイパスの事業化区間については、今年度内の一部供用に向け順調にヱ事

が進捗しています。一方、北勢バイパスの来事業化区間については、早期事業化に向け、市町と連

携し、国などに必要性を訴えかけています。また、中勢バイパスについては、鈴鹿市御薗町から津

市河芸町三行間約2.9kmを平成30年皮肉逮予定とすることなどが、平成26年4月に留から新たに

公表されました。さらに、国道l号桑名東部拡幅（伊勢大橋架替）については、今年度からの橋梁

下部工事の着手に向け準備が進められています。

即日市湯のLU道路につい：ては、高角ICから県道四日市菰野大安線（通称：ミルクロード）間約4.4km 

を平成26年5月24尽に供用開始し、四日市市街地と菰野町を結ぶ新たなネットワークが形成され、

現道交通の減少による渋滞の緩和、移動時間の短絡が図られまじた。

②鈴鹿亀山道路については、環境影響評価法に基づく配慮警について、道路事業では全関初となる大

臣意見聴取を開始する予定です。名神名阪連絡道路については、国土交通省近畿地方整備局、中部

地方事室備局、滋賀県および、三護県による担当者会議を8月に開催するなど、事業化に向けた主題獲を

進めています。

③近畿自動車道紀勢線については、平成24年度に新規事業化された熊野尾鷲道路 CII類）の、今年

度からの本線工事着手に向けた準備が進められています。また、平成25年度に新規事業化された

新宮紀宝道路については、 7月に地元に対する説明会が開催され、初めてルートが示されました。

今後、地元の意見を関ぎながら設計が進められます。平成26年度は、熊里：；道路が新規事業化され、

8月末には、地質調査やt慰霊まなどの現地調査に入るための地元説明会が隠後されました。

近畿自動家道紀勢線の早期金線事業化に向けた地元の機運醸成のため、高速道路を活用した地域活

性化策について、地域住民が中心となった検討会が行われました。

④残された課題として、県内の幹線道路線の整備は道半ばにあり、自然災害の脅威は今後一層深刻化

することが予測される中、地域の安全・安心を支える幹線道路等の護備が急がれています。また、

交適渋滞が頻発している現状に対し、集積する産業や滋カある観光など地域の今あるカを生かした

三重主づくりを支える幹線道路等の整備が求められています。

さらに、平成33年の国民体育大会及び全関障害者スポーツ大会の本果関僚に向けて、県内外から

の各競技会場への来場者の利便性、安全伎の向上を図るための道路獲備が求められています。この

ため、高規格幹線道路、直轄国道のうち、現夜、開催までの供用が公表されている路線については

確実な完成を、未公表路線については開催までの供用の公表と確実な完成を国などに強く働きかけ

ています。加えて、各競技会場の周辺道路の状況を把援したうえで、県管理道路について整備鐙所

の検討を進めています。

ハJιスd



麟盤鐘盤欝麓盟盤纏鱗欝麟盤欝欝鱗鱗騒騒鱗盤盤騒騒騒騒関
①大規模災霧や異常気象による集中豪雨等の自然災答の傍威に対レ、地域の安全・安心を交えるとと

もに、集積する産業や総カある観光毒事、地域の今あるカを生かした三重主づくりを支える基盤として、

新名神高速道路、東海環状自動車道、 ~t勢バイパス、中勢バイパスや殴道 1号桑名東部拡幅（伊勢

大橋架替）等の整備促進を図るとともに、これらと一体となった道路ネットワークの形成に向けた

県管理道路の整備を推進します。特に、プロジェクトの目標儀遂成を目指し、新名神高速道路（四

日市Jc T～四日市北JCT）および東海環状自動車道（郎日市北Jc T～東員IC）の平成27年
度中の確実な完成に向け、整備促進を図るとともに、関連する県管理道路等の整備を推進します。

また、北勢バイパスの来事業化区間の早期事業化に向けた取級を推進します。

②新たな道路網の構築に向け、鈴鹿亀山道路や名神名阪連絡道路等をはじめとする地域高規格道路等

の調査・検討などを進めます。

③近畿自動車道紀勢線について、平成25年度に全線開通した紀勢自動率道や熊野尾鷲道路のさまざま

な整備効果が現れている中、東紀 H地域のさらなる安全・安心の向上や活性化そめざし、熊野尾鷲

道路（II期）、新宮紀主主滋路および熊野道路の整備促進を図るとともに、来事業化区間（熊野Ic （仮
称）～紀宝Icc仮称））の早期茅業化を関空事に一層強く働きかけるなど、地域の悲顕である紀伊半
島のミッシングリンク解消に向けた取組を進めます。

＠平成3.3年の盟主民体育大会及び会間際答者スポーツ大会の本展開催に向けて、県内外からの各競技会
場への来場者の利便性、安全性の向上を図るため、引き続き留などに対し、高規格幹線道路および

直轄国道の整備について強く働きかけるとともに、地方にとって必主要な道路整備を雪千画的に進めて

いくため、関係府県や市町等と連携して道路の必婆性を訴えていきます。

騒騒襲撃麟盤盤麟麟醸盤麟麟鱗離鞠灘鰯鞠盤盤機鰻鐘鱒韓議題

①命を支える道づくり事業

予算額：（26) 2 ' 0 7 3 ' 3 3 4千円 → (27) 1 ' 5 3 5 ' 0 0 0千円

事業概要： l泉氏の命と暮らしを守るため、緊急時の救助・救援、災害時の復！日・復興を担う「新

たな命の道j としての幹線道路の整備を進めるとともに、ミッシングリンクとなって

いる来事業化区間の早期事業化に努めます。

②地域を支える道づくり事業

予算額：（26) 1 2 ' 8 8 9 ' 5 2 7千円 → (27) 1 2' 7 7 7' 2 8 4千円

毒事業概婆：；集積する産業や魅力ある綴光など、地域の今あるカを生かした三重量づくりを支える基

盤として、産業活動や観光交流に伴い増加する交通需要に対応し、交通渋滞の解消に

資する幹線道路の整備を進めます。
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平成27年度当初予算行政運営の取級取組概要

巴竺；！公露両瓦140801 公共毒事業主の適正な執行・管理 （濃土慈備部）

40802 公共事業を推進するための体制づくり（蟻土整備部）

欝盤騒騒鞠麟騨離麟鱒鱗鱗離盤盤鱒欝鱒鱒麟盤麟鱒襲覇
公共事業の実施ブ。ロセスの公立性・透明憶を確保し、事業を適正に実施することにより、県民の皆さん

の公共事業へのf言頼感が向上していることをめざします。

麟翻鱗議離盤議離盤盤麟麟麟鱒鱒鱒麟麟鱒鱒輔鞠
これまで進めてきた公共事業の湾評価、事後5平俗の適切な実施、毒事業情報の県民の皆さんへの提供と有効
活用等を進める取組に加え、地域の建設翼患者の地域・社会資献の取組などを評価し、優良な企業が受注でき

るような入札制度の遂用等に取り組むことにより、公共事業が適正に運営されていることをめざします。

：公共事業評価制度において、「三重県公共事業評価審査委員会Jで審査を受！？妥当とされた割
毘榛項目 ｜ i口と総合評価方式の入札において、地域・社会貢献の取組実車査がある企業が受注した件数の
の説明 I 

i都合の平均伎
27年度毘榛 ｜ 
健の考え方 iこれまでの実綴と今後の審査・取組の見通しを勘案し、「県の活動指標Jである f公共事業再
（みえ県民カピ｜評価・事後評価達成度Jと「受注者の地域・社会貢献度Jの平成27年度の平均伎を 96.3%
ジョン書記載内容！として回擦に設定しました。
を転音色）

40801 公共事
公共事業再評 ／ 97.2% I 97.3% I 97.4% 

業の適正な執
｛高・事後評価主主

行・管理（県土整
成度 97.1% 97.2% 97.3% 

備部）

40802 公共事 92.8% 93.6% I 95.0% I 95.0% 
業を推進するた 受注者の地域
めの体制づくり 社会震献度

92.1% I 97.3% I （県土整備昔日） 97.7% 
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離職騒盤離騒騒騒髄盤離
①「三重県建設産業活性化プランJについては、建設業界と祭との聞で、現在の取組状況や今後E重点的に取
り組む事項などについて協議し、取組を進めています。特i之、建設業における若年者の人材確保や育成が

課題となっているζとから、「地域人づくり事業jを活用して、若年者の入職促進や人材育成を図る取級

を支援しています。今後も、設術カをと持ち地域に貢献できる建設業の実現に向けて f三重重県建設産業活性

化プランJに基づいた取組長着実に実施する必要があります。

cg公共事業の評価については、周辺環境への影響など定性的な効果について、より分かりやすい説明を行
いました。今後も常に分かりやすい説明に努めていく ζとが必要です。

③CALS/EC （公共事業支援統合情毅システム）については、各システムとも安定運用を図っていま

す。このうち、適正な予定イ適格を設定するため市町等団体と共同利用している設計積算システムについ

ては、平成28年7月に運用保守期限を迎jえることから、早期にシステム構築を進める必要があります。

＠総合評価方式については、入札参加者や学識経験者の意見も踏まえた検涯に基づき評価項自・評価2基準
の見直しなどを行い、総度の改善幸を進めています。今後も引き続き、毒事資および評価の公正性・透明性

の向上や事務手続きの負扱軽減に努めていく必婆があります。

⑤入札契約事務手続ぎについて、入札等監視委員会などから、落札率の高いヱ事、低入札価格ゼ契約した

工事などについて、入札手続き、入札結果が適廷であることの確認を受けました。引き続き、入札及び

契約の透明牲を磯保する必要があります。

また、事業実施に必要な手続t昔、手願、必要期間、進捗状況を事業ごとに明示した「2年間実筋工程表J

？を作成の：！：：；失有を図って加ます。今後も引き続き適正な著書能実施に努めていく滋婆があります。

⑤設計単価の臨持改訂を実施し、実勢を踏まえた適正な予定価格を設定しています。また、スライド条項

を運用し、受注者からの申請に応じて務負代金額の変更を行っています。

今後も、公共工事の品質確保とその担い手の中長期的な育成及び確保の促進そ目的とした「公共工事の

品質磯保の促進に関する法律J（いわゆる「品確法J）の改IEを踏まえて、適正な予定価格の設定などの

発注関係事務を適切に実施する必要があります。

麟離職盤翻機購盤麟麟麟鱒麟鞠麟麟鱗盤
① f三E重県建設産業活性化プラン」については、建設業界と連携し、技術カを持ち地域に業献できる建設

業の育成を呂指して着実に実施します。特に建設撲における若年者の人材確保や育成が課題となってい

るζとから、 f地域人づくり事業Jの活用により建設業における若年者の入職促進や人材育成などを引き

続き支援します。

また、平成27年度が現行プランの最終年度にあたることから、現行プランの成果と課題を整理・検証し、

社会情勢の変化等に対応できるよう次期プランの策定に取り緩みます。

②公共事業の評価については、周辺環境への影饗など定性的な効果について、分かりやすく説明するよう

継続して取り組んでいきます。

③設計積算システムについては、利用者ニーズに応え、安定した運用が図れるよう、計爾的にシステムの

湾構築を進めます。

④総合評価方式については、公正な運用に努めるとともに、入札参加者や学識経験者の意見も踏まえ、引

き続き検証と改善寺を進めます。

⑤入札契約事務手続きについては、入札等感視委員会などの確認を受けることなどにより、事務の適正を

関ります。また、公共事業の実施にあたっては、「2年間実施工程表jの活用により、適正な事業実施に

取り組みます。

C§:改正品磯法l之さまづき、公共工事の品質確保とその怒い手の中長額約な育成及び確保を促進するため、適

正な予定価格の設定、ダンピング受注の紡止など適切な発注関係事務や技術者、技能労働者等の育成及

び確保の支援などに取り組みます。
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①（新）三主重県建設産業活性化プラン策定事業［基本事業名 40802公共事業を推進するための体申jづくり｝

予算額：（26) ー → (27) 8' 8 3 2千円

事業概婆：平成 27年度末に現行 f三3重県建設産業活性化プラン」の計薗期間が終了するものの、建設業界

を取り巻く環境は依然として厳しい状況にあることから、引き続きJ地域の建設業が元気を回

復し、県民が安全に安心して住むことができる災害に強い県土をつ〈るため、次期プランを策

定します。

②地域人づくり事業（建設労働者獲用対策）（再掲）

建設業若年労働者庭用拡大推進事業［基本事業名： 33103,il重用施策の地域展際（震用経済音~）］
予算額：（26)2 1 o , o o o 'f:円 → (27) 3 0 0 ' 0 0 0千円
事業概婆汀三重重県建設産業活性化プランJに基づき、地域における災害時等の安全・安心や護用を支え

る産業として極めて重要な役割を扱っている建設業の活性化に向けて、若年者の入職促進や人材

育成そ支援します。

③公共工事設計積算システム事業［基本事業名： 40801 公共事業の適正な執行鋼管理］

予算額：（26) 4 8' 4 2 8千円 → (27) 2 0 4' 0 8 5千円

事業概要：設計手喪主草システムについて、利用者ニーズに応え、適正な予定価格の翼手由主積算業務の効率化を

支援するため、システムの干号機築を進め、安定した遼用を関ります。

＠公共工事総合評イJffi方式運用事業［；！基本事業名：40802公共事業を推進するための体制づくり｝

予算額：（26) 3' 2 8 9千円→（27) 3, 384千円

事業概要．総合評価方式の実施状況についてアンケート調交等による検誌を行うとともに、外部有識者会

議（三重県公共工事等総合評価意見聴取会）の意見などを踏まえ、公正で透明な制度となるよう

改善に取り組みます。
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平成27年獲さ語拐予算饗求状況資料（§〕

！ 政策的経費の鍵先開轄 ： 
県土整備部分抜粋

平成26年12月
三重県



政策的経費（非公共事業）の罷先度判断調書

いj

∞ 

日1'1""J’μ. ~·！、~，孟正己 irm,..,. 、．ーさ ’ '' ., 

優先度 施策
選択・ 諜名 級事業名 事業機婆 繍助 県託 ”事築H費26当i一主E般回財目源3三重H姿27γ要求ニ取額締 法令義務
集中P

A 111 施設災害対策課 集単lK防事業費
水防；去に基づ昔、水防言十霞の作成、水防資材の補給等を行

l.200 1,.ZOO 23,024 2,024 。
う。lK防倉庫の建替を行う。

A 111 緊急1 住宅課 待ったなし選！耐択震集化中プ 近総附（負い震震担将診補割来断強合に、工耐：発事霞震生＼土ノ補が2平、強予成県設想2・6計市さ年れ、町度耐る各ま震大1で／補地4に強設耐ほ工に震か事犠設！え交こ計補、付を木助対終造を象え住行た：市宅うも。町のの〈） 〉 。 150,060 127,560 152,754 124,254 ロジェウト（ 〉

！ム

建築物地震対策促進 余震急によるこ次災害を防止するため、三E重県被災建築物応
A 111 建築開発課 事業費 急険度判定士の脊成等を行う。

。 1,148 1,123 1,162 1,162 

A 112 妨災砂防課 新丸山ダム建設負担金 新丸山ダムの建設に伴う受益者負侶を行う。 5,990 5,990 4,685 4,685 。
A 112 防災砂防諜 富山l!iU是管理費 宮川ダムの管理経質。 3,719 1,349 3,413 1,239 

A 112 防災砂紡課 主言ヶ野纏t呈管理費 君ヶ野ダムの管連経費。 4,685 3,636 3,084 2,394 

A 112 防災砂防諜 滝JIIダム管理費 滝川ダムの管理経費。 3,085 3,047 6,427 6,350 

A 152 公共事業海営諜
建設富lj産物情報管理 建設劃産物の蒋利潤を図るため、情報を一元約に管理し、

1,233 1,233 1,256 1,256 
費 分別解体及び再資源化を促進させる。

A 152 流域管理課
放護密致事撤去推進 県て土い整る備自部動所」管の県有地又は県の管渡する土地に放霊さ 。 231 231 234 234 
事業主主 れ 草の撤去を進める。

隠寺日士事IR公共下水道
平成田年から平成13年度に市町が実施した下水道事業！こ

A 211 下水道諜 事業助成金
かかる地方債の元fl］償還額への繍助を行う。（負担割合： 。 30,486 30,486 30,486 30,486 
系10/10交付対象布陣T)

A 211 住宅課
住環境整｛躍事業費補 市町が実施する住環境整備事業iこ対し補助を行う。 。 27,517 9,178 23,989 8,000 
劫金 （負担割合；国1/2、県114、市町1/4・ 交付対象．市町）

A 351 港湾ー海岸諜 港湾審議会費 港湾審議会の拐催に要する経費。 273 273 232 232 。

1
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部局名マ県土霊主燐部

優先度 施策
選択・
集中P

A 351 

A 351 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

A 353 

課名

流域管理課

道路管理諜

都市政策課

都市政策課

景観まちづくり諜

建築開発言果

建築開発言果

都市政策諜

景観まちづくり諜

景観まちづくり課

住宅謀

住宅課

住宅課

住宅課

112 

組事業名 事業概要

港湾の手lj沼状況を明らかにし、港湾の開発利用及び管理に
港湾統計調査事務費 資するため、港湾統計翻査を実施する。

（負担都合．笛10/10、一部県費）

土木施設パトロール事
土木施設パトロール員被服購入経費等。

務重量

都市計函審議会費 都市計画審議会の開催に要する経費。

都市計画策定事業費 計隠的なまちづくりをさす推4進するため、所主喜の調室量’研究を行い、都市計磁を策定る。

みえの景観づくり推進 景りを観支審援議す会るのた開め催の！こ婆する経費及び市町主体の景観づく
事業主主 経費。

建築士法施行事務費 建築士答愛会の開催に要する経費。

低炭素化促進法施行 低炭素建築物新築等計画認定等の施行に必萎な経費。
事務費

総合都市交通体系翻 総合都市一ップ交環調送と査し計てを額、実を三施検重す討県るす内eるをた4めつ、都市計画法第6条基礎調査の の都市習に分けてパー
査費 ソントリ を実

みえの跳望景観等保全 熊野川流域景観音十函を適正に運用するための経費及び東
創出事業費 紀州地域における眺望景観を保会するための経費。

まちづくり協働支援事
業費

公共事業における集長との協働を推進するための経費。

住生活総会議登費
住生活基にき本主計画等の基礎資料を得るため閣が実施した会
留調査 づき、本i草分のヂ一世集計・分析を行い、調変
報告を作成する。

被災者住宅復興資金 紀伊半島大水害により被災した住宅の再建網補修に婆する
貸付金利子補給事業 経質の一部を補助する。（負担裁合・篠112、市町1/2交付
受 対象．市町）

住ワーf責報ク化・相事談業体費制ネット 震い災て時検！こ討、被を災行住うた宅めのの所f有者が被災の程度や復旧方法に
つ う 情報提供等を行う。

危設住宅対策事業費 がけI告の溺壌助等著書による自然災害の怒れの言語い土地かもの
居住者の白 努力による住宅移転にかかる費用の一部を

補助金 補助する。

（単位二f'Pl)

檎是主 委託 ー；事葉蓑H2＿~主r語二初百五府議 重量H登~z立喪主一定般額財源 法令義務

。 1,844 32 1,896 32 。

824 824 714 714 

861 861 1,655 1,655 。
。 8,715 8,715 9,827 9,827 。

1,727 1,727 1τ925 1,925 。
267 267 251 251 。
230 140 211 121 。
720 720 589 589 

1,136 1,136 167 167 

442 442 709 709 

。 1,809 905 2τ174 1,253 

。 600 600 383 383 

1,550 776 387 204 

。 。 。 1,258 1,258 
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日＇＂日 J’口， >f'－ム主主＂問問 J

優先度 施策
選択・
集中P

A 行道8

A 行運8

A 行運S

A 行逮B

A 行運8

A 行運8

' A 行遥8

A 行運B

A 行運8

A fii草8

A 行運a

A 17；里B

A 行運8

A 行運8

5悪名

公共用地諜

公共用地課

公共用地課

公共事業運営諜

入札管理隷

道路資環課

公共事業運蛍諜

建設業課

察土整備総務課

聖書土整備財務諜

議土整備M務諜

公共事業i車掌諜

営繕課

エ事検査担当

細事業名 争業概要

公有地拡費大推進法施 公有地の拡大の推進！こ市島署す計る画法施律設第の2区章域に内かのか土る地都の市先計行画区域内の土地及び都
行事務 取得のため必要な経費。

登記対策事務主主 i畠年度に行った登記の訂正のための理l嚢鷲記等を行う。

費来愛記対策推進事業 未登記土地解消のための調査、測量登記事務等を行う。

公共事業評錨システム 公め共、公事共業事の業効の率事性前と・実事施中過・事程後の評透備明を性実の施海す上るを。図るた
事業費

公共工事総合評価落 三重県公共工事等総合評価意気聴取会の運営及び入札申lj
札方式運F語費 度の検証業務を行う。

未登記処理対策事業
受

未登記の道路用地の測量、登記を行う。

公共事業支援統合情 公共工事における情報の電子化を進め、公共笥素芸事化業及情び報コのス
電ト縮子減的をなt一括管3里を行い、事業の効率化、簡報システム事業 推進する。

テ公ム共推工進事事発業注費文援シス 建設企業の技術的適性等を総合的に評価するためのデー
合ペースシステム（コソンズ・テウリス）手＇IJJ'自にかかる経費。

金関係図体械劫及び交付 県土童書｛撞部関係各自体への補助及び負担金。

公務有費財産管理鱒係事 思約財産の管理等にかかる管理嘱託員にかかる絞愛。

管理事務費 都内職員の研修経費等。

CALS/EC按進事業 公共事業におけを実るI施T1すじを苦推進するため、職員、市町、受注
受 者向iすの研修を る。

蛍絡事務費
営繕｛面ヱ絡事の積の算設計lこ用単価いる作常成繕！こ穣必害要事シなス調テ査ム費の、営繕ヱ事の予
定 算 維持管理策及
び職員研修等の経費。

検査及び検査員研修事
県が実施する工事にかかる検査及び職員研修等の経費。

務費

113 

，..，.ロム哩 Il J J 

補助 委託 ー王室3主－j2-~当r-ご初荻野源 ー一ーー筆ーー－皇e室H費lo？＿号喜｜四E一~J般E財源 法令慈務

32 32 33 33 。
。 970 970 821 821 。
。 10,321 10,321 11,507 11,507 。
。 4,661 4,649 4,029 4,019 。
。 3,289 2,672 3,384 2,755 。
。 595 595 604 604 。
。 9,806 8,419 8,677 7,098 

2『652 2,447 2,613 2,386 

2,924 2,924 3,891 3,891 

25 25 25 25 

3,140 340 3,235 135 

141 141 116 116 

。 4,194 4,194 4,026 4,026 

9,496 9,496 9,718 9,718 

4、言十 302,598 249,676 325,571 248,538 
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部局名e県ことき華鏡fill （単位平河｝

優先度 施策
選択・

課名 細事業名 事業概要 補助 委託 事業H費26当i一銀般財j樺 ー整－業5費＇！－.？.目撃，2一~J般E財一二源 法令義務集中p

近い将来に発生が予想される大地震！こ備え、木造住宅の

＼ B 111 緊急1 住宅課 待ロジっェたウなトし（！耐震化プ 耐震補強設計、請す震補強工事iこ補助を行う。 。 30,000 24,000 27,600 27,600 選択集中） （負担割合：~盟1/3、県・市町各1/6 Iまか交付対象e市町）

1］、H 30,000 24,000 27,600 27,600 

合計 332,598 273,676 353,171 276,138 

ム
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部局名 e県土3華僑部

優先度 施策
選択，集
中p

A 351 緊急2

A 351 緊急2

A 351 

A 351 緊急1,2

A 351 緊急2

A 351 

A 351 

A 351 緊急1

A 351 緊急1

A 351 

A 351 

A 行還8

A 111 緊急1

言葉名

道路念函諜

道路企滋諜

道路企爾謀

道路建設課

道路建設課

道路建設諜

道路建設課

滋路管理諜

道路管理諜

道路管理課

道路管理諜

公共用地課

施設災害対策課

政策的経愛（公共事業）の優先度判断読書

事業名 事業概要

E草轄道路事業負強金 野箇が尾鷲行う道直路轄（道路事業にかかる集負強金｛東海環状自動車道‘熊
宜期）ほか｝

高速道路関連整備
高速道路調連事業に妥する経費（新名神競連施設整備対策事業費
砂出)II)

道路調査 進路事業の整備計商等に要する経費

道路禁儲［緊急輸送道 緊（思急議輸Z送60道号路木に谷か地か区る道路改良、橋梁耳ヨ修iバ繕イ（樹パ祭スiに要する経費
路〕 、国道166号沼苦i iまか）

道路童書鴎〔広域アヴセ 広域アウセス道路にかかる道路改良に要する経費（国道477号隠
ス道路〕 田市湯の山道路、国道167号機部バイパスほか）

道路整犠〔道路言十種・ 道（冨路道事4業2.2.計号画三に田か坂かバるイ道パ路ス改、良亀に山要安す芸塁る線経ほ費か〔）境務負担行為分〕
債務負担〕

道路整備〔道路計箇・H 道路事業計函にかかる道路改良に要する経費（H27完成供用、部
2.7〕 分供用］（よ浜高茶援久居線2工区iまか）

道［緊路急維対持応・災〕害防除 緊急性の高い道路維持｛落石防止対築等〉に饗する経費（国道166
号、盛道2.60号ほか）

橋梁修繕〔緊急対応〕
緊急輸送道路にかかる橋梁修繕、務重量補強等i二婆する経費（国道1
66号、国道311号ほか）

公共土木施設維持管
公共土木施設の維持管理に委する経費

理

交通安全対策 交遜安全対策！こ要する経費（沼日市鈴鹿環状線、鵜殿熊野線ほか）

公共事業用地鼠得 土地開発公社に対する用地取得率業委託に要する経費

道路啓原対策事業
大競模地震・道津路波啓が際発を生迅した速際にに震孤践立でがきる懸慾念努さのれ整る熊備野に灘要す沿岸地
域において、 る縫
受

153 

※H26当初穏のよ段（ )I立平成25年度2月補正吉みベース

｛単位千円）
H26当初 H27要求額

率業費 一般財源 事業費 一般財源
法令義務

(13,500,000) ( 1,235,000) 。
12,8日0,000 1,285,000 12,800,000 1,285,00日

471,110 35,000 440,966 35,000 

90,000 76,667 95,500 76,667 

(3,849,302) (179,762) 

3,584,862 179.762 4,441,90ヰ 253.654 

(3.776.65日〉 (154.350) 

3,278,850 154,350 3,097,500 147,500 

(6,606,096〕 (317,166) 

5守245,666 317,166 5 775,775 417,275 

(839,199) (61,719) 

783,219 自1,719 430,000 84,000 

320,789 47,789 465,692 98,692 

270,000 9,0目。 270,000 9,000 

2,415,000 2,022,000 2,850，日日日 2,239,000 

(1.309司806) (291.806) 

1.247.806 291.806 1 330,356 291,806 

400,823 4臼0,823 412,507 412,507 

540,000 101,000 466,000 107,0日日



ふ
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即間官

1優先度

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

• 5可＇ームー .!'Ell問＂＇’

施策
選択・集

草署名中p

112 苅JII諜

112 緊急1 河)II課

112 緊急1湾Jll諜

112 緊急1 河Iii諜

112 訪災砂妨課

112 防災砂防課

112 紡災砂妨諜

112 港湾・海岸諜

112 緊急1 港湾・海岸諜

112 港湾・海岸諜

112 施設災害対策課

154 下水道課

154 下水道譲

351 港湾・海岸諜

154 

事業名 事業概要

恵轄河lil事業負担金
国が行部可JI!改修等に委する県負担金（木曽JIJ下流、木津Jllよ流
（よ野遺産水地）ほか｝

河川改修〔緊急河川事 洪水被害に要のす防る止経、軽費減（三を渡留jるため、治水上支障となっている水門等
業〕 の改修 11 （百々 )II))

苅JI!改修〔声lJll施設祭 耐震性建設能（を芯備登えtた堤防の整様や河口部の堤防・水門の耐震化！こ蓑
急地震・津波対策〕 する経費 茂Ill、堀切Jiiiまか）

河JJI調査費〔水妨矯報 市町・住民への的確な警戒避難に資する水妨情報を提供する浸水
提供〕 想定広域留の作成等に婆する縫重量

直轄砂防事業負担金 国が行う砂妨事業i二委する県負担金｛越美山系lまか）

.，.ム綾持管理 宮Jllずム、者ヶ聖子生’ム及び滝JI¥ダムの維持管理等に要する経費

治水ぅrム建設事業費 ゲム建設のための諮牽謂l護等に要する経費｛鳥羽河内ダム）

E草籍港湾事業負担金 国が行う港湾事業に要する巣負援金（津松阪港海岸ほか）

海岸率業〔震海－岸J章保；茸全対施 津波、高潮、波浪その他地盤の変動等による被響から未然！こ海岸
設緊急地 を保護するための海岸保全施設の改良・補強工事などに饗する経
策〕 費（字治山田港海岸、JI!越地区海岸ほか）

海岸争奪浸）食・高潟対策
（港

侵など食のやヱ高事潮にか獲らす海る岸経を費防護（宇す治る山た田め港の海護岸岸）工、難岸堤エ、i南波ヱ

災害悪喜連事業
再度災害を防止するため、災警復！日事業iこ改良重量を加えて実施す
る改良卒業に憂する経費

ア下ッ水プ道事普業及費率ジャンプ 市町が市町単独の檎で下動水道要事する業経を実費施するために借り入れた起債の
元手＇＇］償還金へ に

流域別下水道整備総 個別下水道計画の上位計混として都道府県要がす定るめ経る費流域別下水道
合計爾策定費 整備総合計閣の中間年次における見寵しに

港湾改修事業 港湾施設の改修に委する綬受（津絵m.＜港大ロ地区、長島港ほか）

、~・寸~品骨 量 ヨ』 J

H26送初 H27要求額

事業費 一般財源 事業費 一般財源
法令義務

(4,102,000) (319,000) 。
3,184,0日日 319,000 4,939,000 293官E日日

105,000 6,000 42,000 2,000 

502,000 27,0日。 330官750 14,250 

50,000 50,000 70,000 70.000 

(71.000) (6,000) 。
56,000 6,000 56,000 6,000 

181,000 88,658 134,415 93,185 

160,5CO 9,500 267,500 14,500 

(487,500) (47,500) 。
407,500 47,500 350,500 43,500 

(1.461.4臼日｝ (139.400) 

1.402,400 139,400 578,800 59300 

(245.40氾） (5,900) 

155,900 5,900 52,200 3,200 

340,434 24.717 150,000 13,000 

526マ544 526,544 254,473 254,473 

自 。 20,000 10,000 

(404.500) (46,500) 

377,100 46,500 399,900 45,500 



ム
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部局名 県土整備部

優先度 施策
選択‘集
中P

A 351 

A 353 

A 353 緊急1

A 353 

A 353 

B 351 

B 351 

巴 351 

B 112 

B 112 

B 112 

日 351 

草署名

流域管理課

都市政策課

都市政策課

都市政策謀

住宅言葉

道路建設課

道路管理課

道路管還諜

河Jll諜

湾Jll諜

港湾・海岸諜

港湾・海岸課

事業名 率業1寵華喜

公共土木施設維持管 す県る管経理費の公共土木施設｛河Jll・砂防・海岸・港湾）の維持管理等に要
理

直轄公園芸事業負担金 §］が行う国営公寝の獲備事業にかかる累負担金（木曽三Jll公園｝

街路筆業［僕務負授〕 債務負担行為を、松設阪定公した雷違大続口立線体！ま交蓑事業等に要する経費（近鉄JI!原町駅付近 か）

公若君事業〔維持管理〕
県営公菌の維持管理、指定管寝に要する経費（北勢中央公園、熊
野滋競海公麗lまか）

公蛍住宅事業
集営住宅の長寿命化、バリアフリー改修等！こ要する経費（笹川Ell地
ほか自問地）

小計

道路整備〔道路計箇・ 道路事業計闘にかかる道路改良に要する経費（H28以降完成供
債務負摂無・H28以

局、部分供用〕
捧〕

公共土木施設維持管理公共土木施設の維持管理に婆する経費（除草、努定）

道路維持・災害防除 計額約対応による道路維持・災害防隊に要する経費
〔富十頭対応〕

;•JグJllラ改ム修事（選業択以・集中プ 海Jllの流下能力の向上を劉り、洪水等の災害を防止するための河
ロ外） Jll改修工事iこ要する経費

河Jll~理査費 河Jll事業計霞の作成等！こ係る調査に要する経費

海ログ岸ラ事ム業事｛選業択以，外集〕中プ
津波、晶灘、波浪その他地盤の変動等による被害から未然に海岸
を保護するための海岸保全施設の改良・補強工事などに要する緩
費

、
港湾調査費 港湾施設改修のための調査・測量に要する経費

155 

（単位千円）

H26当初 H27要求額

事業費 一銭財源 事業費 一般財源
法令義務

884,285 850,285 1,046,262 1,025.450 

(168,000) (16,000) 

160,000 16,00臼 163,000 
。

17,0日G

(2,183,471) (59,107) 

2,112,517 59, 107 1,696.482 46,463 

255,754 253ヲ589 257,307 255,142 

155,992 52,000 161,904 52,000 

(46,673,555) (7,509,782) 

43,465，口51 7,509,782 43,846,693 7,775,064 

』（653,329) (66,919) 

I~ 634.669 66,919 769,924 86,424 

400,000 400,0日。 400,000 400.000 ＼ 

574,303 38.953 510,300 38,050 ＼ 
(1,423,650) (103,650) 

＼ 1,338,650 103,650 936 550 99,050 

100,000 i自0,000 90,000 90000 I~ 
(900,700) (71,200) 

｜＼ 881,200 71,20日 893,200 103,200 

14，日日日 14,000 10,000 10,000 ｜＼ 



ふ
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＂＇”日J’~

優先度

B 

B 

B 

B 

B 

・~ －.：~ゐ－ H討を忌＂＇

施策
選択・集
中P

353 

353 

353 

353 

353 

156 

言襲名 事業名 事業機婆

都市政策課 公観察業〔施設整備］ 県営公麹整備に婆する経費

都市政策課 街路事業〔調変〕 事業化にかかる謂査、設計iこ獲する経費等

都市政禁諜 街路著書業［街路皇室｛藷］ 街路整備、無電柱化などの都市窓閣の整備に要する経費

景観まちづくり
景観整備事業 市町、地域住民と協働i複です実号施する海岸堤訪のE修整景備繋に犠要i二す要るす霜る経

課 資及び熊野吉道と震 る県管速道路の修景整備 経費

住宅課 公営住宅事業
県営住宅の長寿命化、バリアフリー改修等に要する経費（笹JI!沼地
ほか8団地）

小計

合計

、~『.辺倒司 ' [ ,, 

H26当初 H27婆求額

事業費 一般財源 事業費 一般財源
法令義務

109,606 8,406 113,085 10,085 ｜＼ 
1,000 1,000 8,000 8,000 ｜＼ 
46,000 5,337 105,00。i 9,501 ＼ 
39,000 11，日日日 39,0日日 11,00 。｜＼
45,000 15,000 47,000 15,000 ＼ 
( 4.306,588) (835,465) 

4,183,428 835,465 3,922,059 880,310 

(50,980, 143) (8,345,247) 

47,648,479 8,345,247 47,768,752 8,655,374 


